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　１０

　１１

ば
、
濃
度
、
音
圧
レ
ベ
ル
等

の
環
境
測
定
を
行
う
場
合
、

計
量
証
明
事
業
者
で
あ
る
民

間
企
業
に
発
注

す
る
こ
と
が
多

い
。こ
の
場
合
、

発
注
者
で
あ
る

地
方
公
共
団
体

に
は
発
注
先
の

能
力
・
結
果
を

管
理
す
る
責
任

が
あ
る
。
し
か

し
、
地
方
公
共

団
体
の
入
札
が
価
格
偏
重
で

選
定
が
行
わ
れ
、
能
力
や
信

頼
性
に
よ
る
選
別
が
不
十
分

②
新
た
な
方
向
性

契
基
本
的
考
え
方

　
地
方
公
共
団
体
が
発
注
す

（ⅰ）る
計
量
証
明
事
業
者
の
能

力
・
品
質
の
担
保

　
計
量
証
明
事
業
は
申
請
を

行
い
、
登
録
の
基
準
を
満
た

せ
ば
行
え
る
事
業
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
地
方
公
共
団

体
の
計
量
法
担
当
部
署
は
、

個
々
の
計
量
証
明
事
業
者
が

登
録
の
基
準
を
満
た
し
て
い

る
か
以
外
に
、
そ
の
能
力
・

品
質
を
審
査
す
る
こ
と
は
求

め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
他
方
、
地
方
公
共
団
体
の

環
境
担
当
部
署
等
が
、大
気
、

水
、
土
壌
等
の
計
量
を
計
量

証
明
事
業
者
に
発
注
す
る
等

の
場
合
は
、
地
方
公
共
団
体

は
、
登
録
の
基
準
を
満
た
し

て
い
る
か
だ
け
で
は
な
く
、

発
注
者
の
管
理
責
任
と
し
て

発
注
先
の
能
力
・
品
質
が
必

要
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る

か
を
審
査
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
罰
則
等
の
適
用

（ⅱ）　
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
計

量
証
明
事
業
者
に
よ
る
不
正

行
為
防
止
情
報
の
共
有
化

や
、
法
第
1
1
3
条
の
登
録

の
取
消
し
等
に
係
る
基
準
の

策
定
等
に
よ
り
、
登
録
の
取

消
し
や
、
事
業
の
停
止
な
ど

の
措
置
を
積
極
的
に
行
い
、

悪
質
な
計
量
証
明
事
業
者
を

排
除
し
て
い
く
。

　
計
量
士
等
の
技
能
の
維

（ⅲ）持
・
向
上

　
計
量
証
明
の
正
確
な
計

測
・
計
量
を
担
保
す
る
た
め

に
は
、
計
量
証
明
事
業
に
従

事
す
る
計
量
士
を
始
め
と
す

る
従
事
者
の
役
割
が
大
き

い
。
こ
の
た
め
、
計
量
士
等

の
技
能
の
維
持
・
向
上
を
図

る
。

形
具
体
的
方
針

　
計
量
証
明
事
業
者
の
能

（ⅰ）力
・
品
質
の
担
保

　
濃
度
、
音
圧
レ
ベ
ル
等
の

計
量
証
明
事
業
者
の
能
力
を

担
保
す
る
手
段
と
し
て
、
都

道
府
県
に
対
し
て
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
立
入

検
査
の
実
施
や
講
習
会
等
の

実
施
が
効
果
的
と
す
る
意
見

が
多
か
っ
た
。

　
立
入
検
査
及
び
講
習
会
等

の
実
施
は
都
道
府
県
の
み
な

ら
ず
、
N
I
T
E
に
よ
る
立

入
検
査
や
業
界
団
体
に
よ
る

講
習
会
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
能
力
・
品
質
を
向
上
す

る
観
点
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ

ら
の
施
策
を
支
援
し
て
い

く
。

　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の

環
境
部
署
等
が
、
能
力
・
品

質
が
劣
る
計
量
証
明
事
業
者

に
発
注
す
る
こ
と
避
け
る
た

め
、
地
方
公
共
団
体
間
に
よ

る
情
報
共
有
化
を
進
め
る
。

具
体
的
に
は
、
能
力
不
足
や

ず
さ
ん
な
計
量
等
が
判
明
し

た
場
合
は
、
地
方
公
共
団
体

か
ら
経
済
産
業
省
に
通
報

し
、
内
容
を
審
査
の
上
、
そ

の
結
果
を
経
済
産
業
省
か
ら

地
方
公
共
団
体
に
通
知
す
る

こ
と
で
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
と
す
る
。

　
地
方
公
共
団
体
の
環
境
部

署
等
は
、
自
ら
発
注
者
の
管

理
責
任
と
し
て
発
注
先
の
能

力
・
品
質
が
必
要
な
レ
ベ
ル

に
達
し
て
い
る
か
を
審
査
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
情

報
も
活
用
し
、
能
力
・
品
質

が
劣
る
計
量
証
明
事
業
者
に

発
注
す
る
こ
と
避
け
る
べ
き

で
あ
る
。 

　
罰
則
等
の
適
用

（ⅱ）　
計
量
証
明
事
業
に
お
け
る

不
正
に
対
す
る
制
裁
手
段
と

し
て
、測
定
値
の
改
ざ
ん
や
、

計
量
証
明
発
注
者
等
に
よ
る

改
ざ
ん
指
示
等
の
不
正
行
為

に
つ
い
て
行
政
処
分
の
強
化

や
罰
則
を
科
す
こ
と
等
を
検

討
す
る
。

　
計
量
法
第
1
1
3
条
に
お

い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
登
録

の
取
消
し
及
び
事
業
の
停
止

は
自
治
事
務
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
行
政
処
分
を
行
う
か

否
か
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て

い
な
い
た
め
、
実
際
の
適
用

が
さ
れ
に
く
い
面
が
あ
る
。

実
際
に
、
都
道
府
県
に
対
し

て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
、
こ
れ
ま
で
計
量
証
明

事
業
に
つ
い
て
、
取
消
し
又

は
事
業
の
停
止
を
命
じ
た
事

例
は
な
か
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
審
議
会
で
一

定
の
基
準
を
検
討
・
審
議
し
、

経
済
産
業
省
か
ら
地
方
公
共

団
体
に
判
断
の
参
考
と
し
て

通
知
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
計
量
証
明

事
業
者
が
不
正
の
行
為
を
し

た
と
き
の
取
消
し
及
び
事
業

の
停
止
の
基
準
等
を
検
討
す

る
。

　
登
録
し
た
事
項
に
変
更
が

（ⅲ）あ
っ
た
と
き
の
変
更
・
廃
止

届
出
の
徹
底
 

　
計
量
法
に
お
い
て
、
登
録

事
業
者
に
は
登
録
し
た
事
項

に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
や
事

業
を
廃
止
し
た
と
き
に
届
出

す
る
義
務
が
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
定
常
的
に
事
業
を

実
施
し
て
い
な
い
事
業
者
が

届
出
を
失
念
す
る
例
や
、
倒

産
・
廃
業
し
た
事
業
者
が
廃

止
届
出
を
出
さ
な
い
例
が
あ

り
、
都
道
府
県
が
こ
れ
ら
の

事
業
者
に
対
し
て
督
促
し
た

り
、
所
在
不
明
の
事
業
者
を

探
し
た
り
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し

て
、
平
成
4
年
の
計
量
法
改

正
に
よ
り
、
計
量
証
明
事
業

に
係
る
都
道
府
県
へ
の
登
録

更
新
制
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

が
、
計
量
証
明
事
業
者
の
管

理
を
や
り
に
く
く
し
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ

る
。

　
こ
の
た
め
、
登
録
の
管
理

を
徹
底
す
る
べ
く
、
登
録
の

更
新
制
の
再
導
入
、
又
は
、

変
更
・
廃
止
届
出
の
徹
底
及

び
所
在
不
明
の
事
業
者
に
つ

い
て
登
録
の
取
消
し
・
失
効

の
積
極
的
な
活
用
な
ど
の
方

策
を
検
討
す
る
。

　
計
量
証
明
事
業
の
従
事
者

（ⅳ）に
対
す
る
研
修

　
計
量
証
明
事
業
の
能
力
・

品
質
の
確
保
の
た
め
、
計
量

士
を
始
め
と
す
る
従
事
者
の

技
術
や
適
正
な
判
断
力
、
道

徳
的
基
盤
の
維
持
・
向
上
を

図
る
。
こ
の
た
め
、
民
間
団

体
等
に
よ
る
講
習
会
を
支
援

す
る
。 

芋
特
定
計
量
証
明
事
業
の
改

善
 

①
現
行
制
度
の
問
題
点

○
特
定
計
量
証
明
事
業
の
概

要
 

　
特
定
計
量
証
明
事
業
者
認

定
制
度
（
M
L
A
P

）と

は
、
大
気
、
水
又
は
土
壌
中

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
、
ク
ロ

ル
デ
ン
、
D
D
T
又
は
ヘ
プ

タ
ク
ロ
ル
（
以
下
「
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
等
」
と
い
う
。）
の

極
め
て
微
量
な
も
の
の
濃
度

の
計
量
証
明
を
行
う
た
め
に

設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
。

本
制
度
は
、
高
度
の
技
術
を

必
要
と
す
る
計
量
証
明
事
業

（
以
下
「
特
定
計
量
証
明
事

業
」
と
い
う
。）
の
信
頼
性
向

上
を
図
る
た
め
、
特
定
計
量

証
明
事
業
を
行
う
者
が
必
要

な
技
術
的
能
力
等
を
有
す
る

こ
と
に
つ
い
て
経
済
産
業
大

臣（
N
I
T
E
に
事
務
委
任
）

又
は
特
定
計
量
証
明
認
定
機

関
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
あ
る
。

（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）

な
結
果
、
適
正
な
計
量
証
明

が
行
わ
れ
な
か
っ
た
り
、
地

方
公
共
団
体
が
質
の
悪
い
計

量
証
明
事
業
者
の
指
導
に
忙

殺
さ
れ
る
と
い
っ
た
問
題
が

発
生
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
一
部
の
地
方

公
共
団
体
か
ら
は
、
計
量
証

明
事
業
者
の
能
力
や
信
頼
性

を
担
保
す
る
手
段
が
必
要
で

あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。 

形
不
正
行
為
の
防
止
と
罰
則

の
適
用
 

　
計
量
証
明
事
業
が
国
民
の

日
常
生
活
に
お
け
る
適
正
な

取
引
、
環
境
の
安
全
や
人
間

の
健
康
上
の
安
心
に
貢
献
す

る
た
め
に
は
、
計
量
証
明
事

業
者
の
技
術
的
能
力
、
業
務

に
携
わ
る
従
事
者（
技
術
者
・

管
理
者
）
の
適
正
な
判
断
力

に
加
え
、
道
徳
的
基
盤
が
必

要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
必
要

性
は
、
社
会
的
理
念
と
し
て

常
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
内
容

で
あ
り
、
国
際
基
準
文
書
等

に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
現
行
法
で
は
、
計
量
証
明

事
業
に
お
け
る
不
正
に
対
す

る
制
裁
手
段
と
し
て
は
、
都

道
府
県
知
事
は
、
事
業
者
の

登
録
の
取
消
し
又
は
一
年
以

内
の
期
間
を
定
め
て
事
業
の

停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
計
量
証
明
に
係

る
不
正
は
、
例
え
ば
、
計
量

値
の
誤
り
に
よ
り
商
取
引
に

お
い
て
損
害
が
発
生
し
た

り
、
有
毒
物
質
の
濃
度
測
定

の
誤
り
が
生
命
・
健
康
被
害

に
つ
な
が
る
な
ど
、
国
民
の

安
全
・
安
心
を
損
ね
る
お
そ

れ
が
あ
り
、
行
政
処
分
の
強

化
や
罰
則
を
科
す
こ
と
等
に

よ
り
、
不
正
防
止
を
一
層
強

く
担
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

径
計
量
士
等
の
技
能
の
維

持
・
向
上

　
計
量
証
明
事
業
は
、
計
量

士
又
は
計
量
証
明
に
必
要
な

知
識
を
有
す
る
者
が
従
事
す

る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
お

り
、
当
事
業
に
お
い
て
非
常

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
し
か
し
、
計
量
士
の

登
録
が
更
新
制
で
は
な
い
こ

と
等
か
ら
、
技
能
が
維
持
さ

れ
て
い
る
か
を
第
三
者
か
ら

確
認
・
評
価
す
る
手
段
が
な

く
、
能
力
の
維
持
・
向
上
は

個
人
の
資
質
に
任
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対

し
、
改
善
の
必
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
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標
準
物
質
の
供
給

（ⅲ）　
標
準
物
質
に
つ
い
て
は
、

標
準
物
質
W
G
で
の
審
議
結

果
に
加
え
て
、
国
際
整
合
性

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
特

定
標
準
物
質
を
製
造
す
る
指

定
校
正
機
関
の
指
定
基
準
と

し
て
I
S
O
／
I
E
C
1
7

0
2
5
及
び
I
S
O
ガ
イ
ド

　
を
標
準
物
質
の
国
家
計
量

34標
準
機
関
の
要
件
と
す
る
。

（
前
掲
）

　
国
際
基
準
対
応
の
た
め
の

（ⅳ）サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
義
務
化

　
I
S
O
／
I
E
C
1
7
0

1
1
に
基
づ
く
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
の
義
務
化
（
更
新
制
を

前
提
と
し
た
場
合
）
に
つ
い

て
は
、
全
て
の
事
業
者
が
国

際
基
準
対
応
と
す
る
こ
と
を

必
要
と
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
現
状
か
ら
、
規

制
強
化
に
な
る
こ
と
等
を
踏

ま
え
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の

義
務
化
に
つ
い
て
は
見
送
る

方
向
で
検
討
す
る
。 

計
量
証
明
の
事
業

茨
計
量
証
明
事
業
の
改
善

①
現
行
制
度
の
問
題
点

○
計
量
証
明
事
業
の
概
要

　
計
量
に
係
る
「
証
明
」
に

つ
い
て
は
、
当
該
「
証
明
」

を
必
要
と
す
る
者
が
、
第
三

者
に
証
明
行
為
を
依
頼
す
る

こ
と
が
あ
る
。
計
量
法
は
こ

の
第
三
者
が
行
う
「
計
量
証

明
の
事
業
」
に
つ
い
て
、
そ

の
適
性
を
担
保
す
る
た
め

に
、
計
量
法
第
6
章
第
1
節

に
お
い
て
規
制
を
行
っ
て
い

る
。 

　
そ
の
中
で
、
計
量
証
明
事

業
者
は
、
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
事
業
の
区
分
に
従

い
、
そ
の
事
業
所
ご
と
に
、

そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。（
第
6
図
）

　
計
量
証
明
事
業
は
、運
送
、

寄
託
又
は
売
買
の
目
的
た
る

貨
物
の
積
卸
し
又
は
入
出
庫

に
際
し
て
行
う
そ
の
貨
物
の

長
さ
、
質
量
、
面
積
、
体
積

又
は
熱
量
の
計
量
証
明
事
業

を
行
う
い
わ
ゆ
る
「
一
般
計

量
証
明
事
業
」
と
、
大
気
、

水
又
は
土
壌
中
の
濃
度
、
音

圧
レ
ベ
ル
、
振
動
加
速
度
レ

ベ
ル
の
計
量
証
明
事
業
を
行

う
い
わ
ゆ
る
「
環
境
計
量
証

明
事
業
」
と
に
分
か
れ
る
。

　
ま
た
、
事
業
の
区
分
に
応

じ
て
計
量
士
又
は
計
量
証
明

に
必
要
な
知
識
を
有
す
る
者

が
従
事
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。 

契
計
量
証
明
事
業
者
の
能

力
・
品
質
の
担
保

　
計
量
証
明
事
業
は
、
貨
物

の
長
さ
、
質
量
、
面
積
、
熱

量
及
び
大
気
中
の
微
粒
子
の

計
測
や
水
中
及
び
土
壌
中
の

有
害
物
質
の
濃
度
等
の
計
測

を
行
う
事
業
で
あ
る
。

　
計
量
証
明
事
業
に
は
、
国

民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
正
確
な

計
測
・
計
量
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
地
方
公
共
団
体
が
、
例
え

第 6図　計量証明事業 

都道府県知事 

計量証明事業者 

証明書の交付 

計量証明事業者の登録 

計量証明事業の実施 
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